
施策体系

生涯スポーツの推進

スポーツによる地域活性化

競技スポーツの強化

スポーツ施設の整備

スポーツの振興

歴史・文化が薫り，
スポーツに親しめるまち５

歴史と文化が大切にされる
まちづくり 文化活動の振興

文化財等の保存と活用

鞆のまちづくり
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歴史・文化が継承され，郷土愛を育み，
地域の活性化に生かされているまち
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ふくやま美術館などの文化ゾーン文化
施設の利用者数の推移

福山城などの郷土歴史施設の利用者数
の推移

（資料）福山市資料

第1項

［現状と課題］
・ 本市は，潮待ちの港として有名な鞆の浦，国宝の明王院，特別史跡の廉塾，日本100名城の福山
城，国史跡の二子塚古墳など，貴重な歴史・文化資源が数多くありますが，その価値を市内外に
十分に伝えきれていません。

・ 自主的に行われる市民の文化活動が促進されるよう，文化活動団体が行う展覧会開催の支援や文
化を担う人材の育成などに取り組んでいます。

・ 福山駅北側の文化ゾーンは，多くの文化施設が集積しており，緑豊かで多くの人が集う，憩いの
場となっています。

［今後の方向性］
・ 市民の文化活動を支える環境整備や文化財の保存・活用に取り組み，地域の貴重な文化遺産とし
て後世に確実に引き継いでいきます。

・ 歴史・文化資源を磨き上げ，福山が誇る地域資源として全国に向けて発信するなど，歴史・文化
を核とした地域の魅力づくりや活性化につなげていきます。

・ 子どもの頃から，市民が優れた芸術にふれられる機会を充実し，豊かな感性をはぐくみます。

目 標 と す る 姿

取 組 の 方 向 性
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ふくやま美術館などの文化ゾーン文化施設の利用者数 33万人／現状（2015年度）→ 35万人／目標（2021年度）
福山城などの郷土歴史施設の利用者数 14.9万人／現状（2015年度）→ 16.4万人／目標（2021年度）

●文化活動の振興
　芸術文化ホール等を中心に文化活動ができる環境づくりを進めます。また，文化ゾーンを中
心とした魅力とにぎわいの創出に努めます。

◎文化活動の促進

●文化財等の保存と活用
　有形・無形・民俗文化財や記念物，町並みなど幅広い分野の文化財の保存・活用を進め，市
民の財産として継承し，市内外へ広く発信していきます。また，福山城築城400年に向けた取
組の中で，市民の機運を醸成し，本市の魅力を発信するとともに，地域の活性化に取り組みます。

◎文化財の保存・活用の推進
◎福山城築城400年に向けた取組の推進
◎日本遺産認定やユネスコ記憶遺産登録に向けた取組の推進

●鞆のまちづくり
　鞆地区が有する歴史や伝統文化を次の世代に受け継ぐため，地域との協働により，歴史的町
並みを保全するとともに，安全で快適な生活環境と活力ある鞆地区の総合的なまちづくりを進
めます。

◎鞆地区の再生・活性化

福山市歴史文化基本構想（2017年度策定予定）主な関連計画

数値目標

目標達成のための取組

主な取組

主な取組

主な取組

1 福山城　2 鞆の町並み　3 史跡 二子塚古墳石室・石棺
1

2

3
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スポーツの振興

観るスポーツ，するスポーツなど，
市民がスポーツに身近に親しむことができるまち
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市スポーツ施設の利用者数の推移 国民体育大会　福山市関係選手・
監督出場者数の推移

（資料）福山市資料

第2項

［現状と課題］
・ 2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催は，国民のスポーツへの関心を高める契機
となります。このため，より一層，市民が身近にスポーツに親しめるまちづくりが求められます。

・ 本市では，子どもから高齢者まであらゆる世代が楽しめるスポーツ行事等を開催しています。また，
コンベンション機能を有する総合体育館の整備を進めています。

・ ふくやまマラソンなど集客力のある大会を開催しており，スポーツを地域の活性化につなげるこ
とが重要です。

［今後の方向性］
・  2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に伴い，競技力向上・強化に向けた施策や生
涯スポーツ・地域スポーツを推進します。

・ スポーツ施設の老朽化対策として，施設の改修や統廃合など計画的な整備を進めます。
・ 総合体育館をスポーツ拠点と位置付け，全国規模の大会やプロスポーツを誘致します。

目 標 と す る 姿

取 組 の 方 向 性
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週１回以上スポーツや運動をしている人の割合 42.1％／現状（2016年度）→ 50.0％以上／目標（2021年度）

●生涯スポーツの推進
　市民のライフステージに応じた運動やスポーツ活動を推進し，生涯にわたってスポーツ活動
が実践できるよう，ニュースポーツの普及などに取り組みます。

◎ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

●スポーツによる地域活性化
　スポーツを通じて，身近な地域や本市全体の活性化に取り組むとともに，「JOCパートナー
都市協定」によるオリンピック・ムーブメント事業を推進します。

◎地域スポーツ活動の推進

●競技スポーツの強化
　全国大会やオリンピック・パラリンピックへ多くの選手が参加できるよう，関係機関と連携
して，選手の育成・強化や指導体制を充実します。

◎スポーツ競技力向上の促進

●スポーツ施設の整備
　誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境を整えるため，総合体育館を整備・活用するほか，老
朽化等に対応するため，スポーツ施設の再整備に取り組みます。

◎スポーツ施設等の再整備・活用

福山市スポーツ推進計画
福山市社会体育施設基本計画
福山市営競馬場跡地利活用基本計画

主な関連計画

数値目標

目標達成のための取組

主な取組

主な取組

主な取組

主な取組

総合体育館　完成イメージ
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